
はじめに

冬の道路で発生,る交通籠害の原因は欧雪で

あることが多く、道路交通の確持管理を合理的

に行うためには、どうしても視程の連続ロロが

必要になる。我々は、日勝峠などで投受光目が

一体となつている反射式嗅雪計 (明星電気 T
ZE-4)を 使用して吹雪の目灘を行つている

が、同じ吹雪曇でも飛雪

"怪
の大きさなどによ

つて観測値が興なるのではないかと考えて、吹

雪、傷、降雪のときの観凛データを検討した。

観測方法

観測は石狩で行つた。視捏理論が確立してい

て視程観測の基準計として使用できる透過式視

程計

"受
光間隔30m)と投受光目が一体と

なつていて、飛雪からの反射光に比例した出力

が得られる反

"式
吹雪計を写真-1の ように同

じ地点に設置して吹雪の同時観測を行つた。ま

た、パーティクルカウンターにより、飛雪載奎

と頻度、さらに■窪別吹雪この壽定を行つた。

観測結果と考察

霧のときも吹雪の■合と同じ相関曲線で観壽して良いも

のと思われる。 また、む怪の大きい●雪では 同一視

程で吹雪の場合と比べると反射式出力■圧が高く出るこ

とがわかつた。これは、反射式欧雪計は近くの雪の影● 1

を強く受ける為と考えられ 人間の目が感じる視程によ :

反射式菫雪計による視捏瀾定
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写真-1透遇式視程計と反射式欧雪日の設日状況

国-1視程と反射式嗅雪計出力露圧の関係

視智と反射It出 力電
「

の関係を図-1に 示した。欧雪のときの2月 14日 と26日 の相関関係は、それぞれ△ ●

で示した。26日 は飛雪班経の大きい嗅雪であつたが、相関関係にはつきり差は見られない。さらに、霧の●合は0
で示したが 吹雪のときとほぼ同じ位置にプロツトされることがわかる。逆相田だが、かなり良いle田 関係が得られ、

とがわかつた。これは、反射式欧雪計は近くの雪の影● :

を強く受ける為と考えられ 人間の目が感じる視程によ
う

り近|ヽ のではないかと思われる。冬の交通暉書の多くが 房

、吹雪の中で発生していることを考えると 反射式視程 鳥

計による視檀測定は 欧雪 霧の日合の次の実験式で求

めるのが良いと考える。
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反劇式吹雪計は、殴口取扱いが的単0上 、■雪などの ト

ラブルがほとんど無いことから、■llで

…

に■し

ている。
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